
茨城県からエゾイトトンボ（トンボ目，イトトンボ科）を初記録 41

　エゾイトトンボ Coenagrion lanceolatum（Selys，1872）
は，イトトンボ科（Coenagrionidae）に属する北方系
のイトトンボで，日本では北海道から福井，岐阜にか
けて分布するが，太平洋側では福島県が南限となって
おり，茨城県からはこれまで未記録であった（尾園ほ
か，2012）．筆者らの一人，後藤が本種を常陸太田市
で採集したので報告する．

常陸太田市里川町，1♂，20150712，後藤日出人（図 1）

　本種は里川町の岡見地区に存在する湿地で多数のオ
ゼイトトンボ Coenagrion terue（Asahina，1949）に混
じって見られたもので，採集個体以外には確認できな
かった．また，後藤は翌週も同地を調査したが，追加
個体は記録できなかった．現在のところ近隣では生息
地は知られておらず，周囲に発生地があるかが今後の
課題である．なお，採集個体は，腹部第 2節のスペー
ド斑がやや退縮しており半月型に近かった．二橋は，
念のため Futahashi and Sasamoto（2012）と同様な手法
で，核 DNA（ITS1，5.8SrRNA，ITS2）およびミトコ
ンドリア DNA（16SrRNA，COI）の解析を行ったが，
これらの解析からもエゾイトトンボであることが裏付

けられた（図 2）．決定した DNAの塩基配列は DDBJ/

EMBL/GenBankデータベースに登録した．茨城県か
らは，これまでに 91種のトンボが記録されていたの
で（二橋ほか，2012; 廣瀬，2013; 渡辺，2013），本種
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図 1．茨城県産エゾイトトンボ♂（常陸太田市里川町，
20150712，後藤日出人採集）．

Fig. 1.  A male of Coenagrion lanceolatum recorded from 
Ibaraki Prefecture（collected by H. Goto on July 12, 2015 in 
Satogawa-cho, Hitachiota City）.
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は県内で 92種目となる（明らかな移入種と思われる
リュウキュウベニイトトンボを除く）．なお，標本は
ミュージアムパーク茨城県自然博物館が保管してい
る．
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図 2．エゾイトトンボ属の核 DNA（上）およびミトコンドリア DNA（下）に基づく NJ法による分子系統樹．数字はブー
トストラップ値．茨城で採集された個体の結果を黒丸で示す．キイトトンボ属を外群に用いた．カッコ内にアクセッショ
ン番号を記した．

Fig. 2.  Molecular phylogenetic tree of a Coenagrion based on nuclear DNA（above）and mitochondrial DNA（below）drawn by the 
neighbor-joining method. The numbers at the tree nodes represent the bootstrap values. C. lanceolatum collected in Ibaraki Prefecture 
is indicated by filled circles. Ceriagrion species were used as outgroups. Accession numbers are shown in parentheses.
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